
  

学ぶということ 

校長  山鹿 真人   

 １１月１日から７日までの期間は、地域が育む「かごしまの教育」県民週間となっています。教

育活動への関心をより高めていただくために期間内やその前後で様々な行事を設定しました。土曜

日に実施した「心の教育の日」一斉道徳授業には、多数参観してくださり、ありがとうございまし

た。保護者の皆様の関心の高さを改めて感じることでした。 

 そんな県民週間中に見つけた、ある子どもたちのすばらしさを、ここで御紹介します。 

 ９日（木）に本校で実施した幼保小連携研修会での授業のことです。１年生のある学級で道徳の

授業をしていました。「してはいけないことを『みんながやっているから自分もしてよい』と考える

ことの間違いに気づくことができる」ことを目標に、「にんじんばたけで」という資料を通して、よ

いことかよくないことか考える授業でした。 

主人公のうさぎさんたちが遊んでいて畑を見つけました。「はたけにはいるな」と書かれた看板

が立っています。ふと足元を見ると、にんじんの食べかすが落ちています。だれかが食べたようで

す。さて、あなたならどうする？ 

 このような問いに対する考えとして最も多いのは、いわゆる「ダメなものはダメ」です。 

しかし、思考がそこでとまってしまうと、決められた約束事を守っていない友達に対して「ダメな

んだよー！ダメなんだよー！」と言い、言われた友達は怒ってけんかになってしまう―。こんな事

象が日常生活で起こりがちです。（この子たちはどうだろう？）と思いながら、考えを書いたノート

を見て回りました。すると、びっくりするような考えが表現されていたのです。 

 ある子は、「作った人の気持ちを考えて、食べないようにする。」と書いていました。このような

「生産者の思い」は、3年生以降の社会で扱うものです。農家の方や水産業者の思いや願い、工夫

や努力等を、資料を活用して考えます。1年生にしてもうそれができているなんて！ 

驚いて他の子のノートを見ると、このような考えもありました。「（にんじんを食べる）かわりに

あそびにいく。」これって、心理学でいうところの「昇華」ではないでしょうか。「おうちにかえれ

ばにんじんがあるから、みんなでいく。」これもそうです。具体的な場面まで想像できる力を持って

いて、それを表現できることに感心させられました。 

さらに驚いたのは、授業終盤、ある子のノートには、今紹介した子の考えが一つの文にまとめら

れて表現されていたのです。この子は、友達の意見をちゃんと聞き、教師の板書をしっかり見て、

自分の考えを修正していました。なんと！なんと！驚きの連続でした。これがまさに、「学ぶという

こと」だと思います。そして、そんな子どもの思考・判断・表現にわたしたち教師も学ぶのです。 

「教学一如」という言葉があります。「教えることは学ぶことである。学ぶことは、深く生きよう

と願うことである。」現在求められている学習者主体の授業の実践によって、子どもも教師も、深く

生きようと願い続けていきたい、そう、強く思った県民週間でした。 
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▼ 原田教頭先生が着任されました。 
  11月13日（月）より、原田正孝教頭先生が

城南小学校からお越しくださり、西田小学校の

新たな仲間として加わっていただくことになり

ました。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▼ コロナ禍を経て、生まれ変わった秋季大 
運動会 

１０月２２日（日）、晴れ渡る秋空のもと、西

田小学校第７７回秋季大運動会を実施しまし

た。新型コロナウイルス感染症が五類に移行し

て初めての運動会、子どもたちの元気な歌声や

歓声がまた戻ってきたことに感激したとのお声

をいただきました。子どもたちは、一つ一つの活

動に意欲的に、あきらめずに取り組んでいまし

た。まさに「元気があれば、何でもできる」を体

現してくれました。 

▼ 妙円寺遠行（４年） 
  

 
１１月2 日（木）に４年生が全行程１９㎞の妙

円寺遠行にチャレンジしました。４年生の保護者
の方１０人と、PTA会長さんやカメラマンさんも
ボランティアで参加してくださり、子どもたちは
きつさに耐え、共に歩くことを楽しみ、安全に歩き
通すことができました。途中休憩を取りながら（あ
とどれだけ歩けばいいんだろう。）と、くじけそう
になったときもあったのではないかと思います
が、参加している仲間と共に過ごしている今この
時を楽しんでいる姿がとても印象的でした。 
 
▼ 芸術鑑賞会（４～６年） 
  ふれてみよう！かごんま弁事業（１～３年） 

 
１０月２７日（金）に、鹿児島高校吹奏楽部をお

迎えして芸術鑑賞会を、１１月１１日（土）には、
鹿児島方言文化協会の皆さんによる鹿児島弁に親
しむイベントを実施しました。吹奏楽部の生音の
迫力が学校中に響き渡った鑑賞会。かごんま弁を
通して大切なことを学ぶ「温故知新」という言葉が
ぴったりのかごんま弁事業。どちらも芸術と文化
にたっぷり親しむことのできたひとときでした。 

 
▼ 行事予定 
 
１１月                  
２０日（月）秋の一日遠足（１～3年） 
      バイキング給食（6年） 
２４日（金）校内持久走大会、学級PTA 
２９日（水）、３０日（木） 5年宿泊学習 
３０日（木）市小学校音楽会（４年１組 川商ホール） 
12月                  
 ７日（木）創立記念日（前日の全校朝会で、

創立記念の式） 
１０日（日）まちづくり協議会健康講話 
１２日（火）人権の花運動閉会式 
１３日（水）冬休みの図書貸出（高学年） 
１４日（木）   〃    （中学年） 
１５日（金）   〃    （低学年） 
１８日（月）   〃    （予備日） 
２２日（金）終業式、掃除、学級活動 
２４日（日）バンド演奏会（宝山ホール） 

このたびの人事異動で、西田小学校に赴任

しました原田正孝（はらだまさたか）です。 

赴任当日の朝、学校のあちこちで響きわた

る子どもたちのあいさつの声、体力つくりや

ボランティア活動をがんばる元気な子ども

たちの姿を目にし、西田小学校でのこれから

の生活に希望を膨らませています。 

今週もまだ学校に慣れずに不安気な私に、

たくさんの子どもたちが話しかけてくれ、い

ろいろなことを教えてくれました。 

歴史と伝統のあるこの西田小学校で、素直

な子どもたちと一緒に学校生活を送ること

ができるのをうれしく思います。西田校区の

ことをたくさん学び、子どもたち、そして地

域のために努力してまいりたいと考えてい

ます。皆様、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 


